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１. 本事業での活動目的 

本研究者らのライトフィールド(LF)顕微鏡は３Ｄ空間をスキャンレスに高解像撮影可能なため、既

存の空間スキャンが必要な光学顕微鏡に比べ、撮影速度やコストに優位性を持つ。本事業では

「高解像 LF 顕微鏡が既存の４Ｄバイオイメージング技術のリアルタイム性とコストの問題を解決

する」というビジネスモデルを検証した。顧客に対してヒアリングを実施し、実際に顧客に価値をも

たらすか検証を行い、ライフサイエンス分野でのニーズが高いことが明らかになった。 

 

２. 総合所見 

事業化仮説と研究成果に基づいたヒアリング行い、明確なニーズがある市場を特定できたことを

評価する。多くの VC との意見交換を積極的に行うことで構築した人的ネットワークを生かして、着

実に事業化を実現させることを期待する。 
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